
９
月
15
日
は
「
敬
老
の
日
」

で
す
。
市
内
の
65
歳
以
上
の
人

は
約
８
万
５
０
０
０
人
。
そ
の

う
ち
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、

本
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え

る
26
人
を
加
え
、
９
月
７
日
現

在
で
57
人
に
な
り
ま
す
。
本
紙

で
は
、
新
１
０
０
歳
を
含
め
１

０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

市
で
は
、
長
寿
を
お
祝
い
し

80
歳
以
上
の
人
に
祝
金
を
、
77

歳
、
88
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

以
上
の
人
へ
祝
品
を
贈
り
ま
す
。

１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
は

次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
、

年
齢
は
平
成
12
年
３
月
31
日
現

在
の
満
年
齢
）

〈
最
高
齢
・
１
０
７
歳
〉

�

橋
キ
ン
（
丸
山
ノ
内
善
之
丞
組
）

〈
１
０
４
歳
〉

渡
辺
ミ
ト

（
本
町
通
10
）、
本
宮
テ
ル
（
西

市
で
は
、
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
よ
う
と
「
交
通
安
全
川

柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
、
交
通
安
全

運
動
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
、

川
柳
に
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

優
秀
作
品
は
表
彰
し
、
交
通

安
全
運
動
を
啓
発
す
る
た
め
の

印
刷
物
な
ど
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

課
題

交
通
安
全

応
募
資
格

市
内
在
住
・
通

勤
・
通
学
の
人

応
募
方
法

10
月
12
日
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
は
が
き
に

川
柳
（
１
枚
に
つ
き
３
句
以
内

で
未
発
表
の
も
の
に
限
る
）
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年

齢
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８

５
５
０
交
通
安
全
対
策
課
（
�

内
線
２
９
３
２
）
へ
　
※
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

有
明
町
）、
澤
村
ミ
ツ
（
笹
口
３
）、

長
井
ミ
ツ
（
寺
尾
上
４
）
、
金

子
キ
ミ
（
学
校
町
通
２
）
、
佐

藤
サ
ト
（
小
針
南
台
）
、
福
澤

ハ
ル
（
真
砂
２
）

〈
１
０
３
歳
〉

加
野
ノ
イ

（
寺
尾
西
３
）、
山
口
キ
ヌ
（
浮

州
町
）
、
丸
山
み
さ
　
（
旭
町

通
２
）
、
大
谷
鍾
三
（
牡
丹
山

２
）、
渡
邉
フ
ミ
（
沼
垂
西
３
）

〈
１
０
２
歳
〉

西
野
ハ
ル
ノ

（
割
野
）、
北
村
ヨ
シ
エ
（
関
屋

松
波
町
２
）
、
阿
部

次
（
東

中
野
山
７
）
、
細
井
キ
シ
（
松

浜
５
）
、
真
柄
マ
ツ
（
関
屋
）
、

伊
藤
ト
ク
（
太
夫
浜
）
、
谷

清

（
鐙
西
２
）

〈
１
０
１
歳
〉

八
木
イ
シ

（
大
山
２
）、
加
津
テ
ル
（
女
池

３
）、
中
野
ヨ
キ
（
幸
町
）、
小

島
キ
ソ
（
鳥
屋
野
４
）
、
青
柳

ミ
サ
（
西
堀
通
２
）
、
山
口
サ

カ
イ
（
松
崎
）
、
柳
も
ゝ
よ

（
旭
町
通
２
）、
鷲
尾
キ
ノ
（
鍋

潟
新
田
）、
星
野
ナ
ミ
（
北
山
）、

中
村
フ
ジ
（
小
金
町
）
、
中
村

シ
ケ
（
天
明
町
）

〈
新
１
０
０
歳
〉

池
田
タ
セ

（
鍋
潟
新
田
）
、
小
野
藤
太
郎

（
坂
井
）、
本
間
リ
ツ
（
鳥
屋
野

４
）、
古
寺
リ
ク
（
天
神
尾
２
）、

白
井
セ
ツ
（
附
船
町
１
）
、
熊

谷
ノ
セ
（
は
な
み
ず
き
２
）
、

大
橋
サ
ノ
（
小
針
西
１
）
、
田

中
シ
ヅ
ヱ
（
白
山
浦
１
）
、
渋

谷
ハ
ツ
（
西
有
明
町
）
、
田
中

ヨ
シ
（
小
針
４
）
、
秋
山
マ
サ

（
白
山
浦
１
）、
齋
藤
ム
ツ
（
浦

山
４
）
、
吉
田
ヤ
ス
（
五
十
嵐

中
島
２
）
、
藤
田
ト
シ
（
寺
尾

西
４
）
、
横
田
チ
ヨ
（
西
有
明

町
）
、
細
道
ヨ
シ
（
西
山
）
、

廣
瀬
り
ん
（
姥
ケ
山
）
、
残
間

セ
キ
（
桃
山
町
１
）
、
北
村
ハ

ル
（
赤
塚
）
、
松
浦
茂
路
（
西

堀
通
３
）
、
岡
田
サ
ダ
（
小
針

藤
山
）
、
加
藤
テ
イ
（
上
新
栄

町
２
）、
齋
藤
み
つ
（
青
山
３
）、

八
幡
ヌ
イ
（
楚
川
）、
山
本
キ
サ

（
小
金
町
）、
弦
　
松
太
郎
（
寺

尾
西
１
）
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健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
※印は栄養士による相談あり
地　区 月　日 会　　　場 時　間

坂 井 輪

石山・大江山

石 山
鳥 屋 野

木 戸

山 の 下

松浜・南浜・濁川

入 舟

関屋・中央

９・29

９・17

９・24

９・13

９・16

９・20

９・21

９・22

９・27

９・16

９・21

※坂井輪コミュニティセンター

新通集落開発センター

※西新潟市民会館

※寺尾中央公園自治会館

※石山地域保健福祉センター

※シルバーピア石山

※南地域保健福祉センター

※木戸公民館

※中地域保健福祉センター

※北地域保健福祉センター

※入舟分室

※関屋コミュニティハウス

午前９時半～11時

午前10時～11時半
午後１時～３時

午前10時～11時半
午後１時半～３時

午後１時半～３時

車いす身体障害者健康診査
期日 10月１日～31日
内容 血圧測定、検尿、血液検査、ほか
対象 18歳以上で常時車いすを利用し
ている在宅の身体障害者で､職場や学校
などで健康診査を受ける機会のない人
受診方法 指定医療機関に予約のうえ直
接受診
申し込み ９月30日までに障害福祉課
（�内線2625）へ

食 生 活 セ ミ ナ ー
時間 午前10時～午後０時半
内容 講話、健康運動、調理実習、ほか
定員 各会場先着30人　参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3669）へ
�糖尿病・肥満予防の食事
期日 ９月24日
会場 駅南コミュニティセンター
�生涯現役すこやか食事講習会
期日 ９月27日
会場 坂井輪地域保健福祉センター
�おいしくすすめよう薄味食
期日・会場 ９月27日・北地区公民館、
９月28日・中央地域保健福祉センター、
９月29日・中地区コミュニティセンター

老人精神保健福祉講演会
日時 ９月17日午後１時半～３時
会場 総合福祉会館　定員 先着120人
テーマ 豊かな老後を迎えるために～地
域医療からのメッセージ
講師 堀川楊（医師）
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3666）へ

中地区コミュニティセンター

男 性 の 料 理 教 室
日時 ９月26日午前10時～午後１時
内容 冷し中華、ちくわの梅肉巻き、ほ
か　定員 先着25人　参加費 700円
申し込み 同センター（�275-1020)へ

中 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�271-0017)へ
�シニアカレッジ
①教養コース
日時 ９月29日～10月27日毎週水曜日
午前10時～11時半　定員 先着60人
内容 芭蕉が通った通船川、ほか
②手芸コース
日時 10月８日～29日毎週金曜日午前
10時～正午　内容 和紙ちぎり絵の制作
定員 先着15人　参加費 2,000円
�男女共同参画セミナー～語り合いませ
んか！家事・育児・介護
日時 10月１日～22日毎週金曜日午前10
時～正午　
対象 成人先着30人　※保育あり

お父さん・おじいさん大歓迎！

ふれあい親子料理教室
日時 10月３日午前９時半～正午
会場 中央公民館　参加費 １組800円
（子ども１人増すごとに200円追加）
対象 小学生と保護者先着12組
申し込み 市栄養士会・松島（�224-
7355）へ

誘 導 歩 行 講 習 会
日時 ９月19日､10月17日､11月21日､
12月19日午後１時～３時
会場 総合福祉会館、信楽園病院
問い合わせ 信楽園病院・小島（�267-
1251）へ

東地区公民館 子育て相談
日時 ９月29日午前10時～正午
内容 子育て支援カウンセラー（小柳信
子）による幼児から思春期までの心配・
悩み相談　定員 先着３人　
申し込み 同館（�241-4119）へ

関屋地区公民館 サンデー子育てひろば
日時 ９月26日午前10時～正午
内容 親子遊びと子育て学習会
対象 未就学児とその親先着20組
参加費 １組200円
申し込み 同館（�266-4939）へ

坂井輪地区公民館 わたしの女性学セミナー
日時 10月７日～12月９日午前10時～正
午（木曜全10回） 定員 成人先着30人
内容 パートナーシップを考える
※保育あり、先着30人、１回30円
申し込み 同館（�269-2043）へ

最高齢は
107歳の 橋キンさん
（丸山ノ内善之丞組）

Ｑ

要
介
護
認
定
の
申
請
を
す

る
と
、
認
定
ま
で
に
ど
ん
な
こ

と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
か
？

Ａ

介
護
が
必
要
と
な
る
人
は
、

申
請
を
し
介
護
認
定
を
う
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

要
介
護
認
定
は
、
訪
問
調
査

の
結
果
と
か
か
り
つ
け
医
の
意

見
書
に
基
づ
き
、
介
護
が
必
要

か
ど
う
か
、
必
要
な
場
合
、
ど

れ
く
ら
い
の
介
護
の
手
間
が
か

か
る
か
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

�
訪
問
調
査

要
介
護
認
定
の
申
請
が
さ
れ

る
と
、
調
査
員
（
介
護
支
援
専

門
員
）
が
家
庭
を
訪
問
し
聞
き

取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老

人
保
健
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
、
療
養
型
病
床
群
な
ど
の
病

院
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
施

設
や
病
院
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

介
護
支
援
専
門
員
　
調
査
は
、

市
が
委
託
し
た
介
護
支
援
専
門

員
が
行
い
ま
す
。
介
護
支
援
専

門
員
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
・
技

術
を
有
す
る
人
で
一
定
の
実
務

経
験
が
あ
り
、
県
の
試
験
に
合

格
し
た
後
、
実
務
研
修
を
終
了

し
た
人
で
す
。

調
査
は
85
項
目
　
調
査
は
、
身

体
の
機
能
や
痴
ほ
う
の
状
態
に

関
す
る
73
項
目
と
医
療
に
関
す

る
12
項
目
の
合
わ
せ
て
85
項
目

に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

調
査
項
目
以
外
に
特
に
影
響
を

与
え
る
事
項
（
特
記
事
項
）
が

あ
れ
ば
併
せ
て
調
査
し
ま
す
。

�
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書

か
か
り
つ
け
医
に
、
病
気
や
け

が
に
よ
る
障
害
の
程
度
や
痴
ほ

う
の
状
態
に
つ
い
て
、
医
学
的

所
見
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
上
で
の
留
意
事
項
な
ど

を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

意
見
書
の
依
頼
な
ど
に
つ

い
て
は
市
が
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
の
際
に
か
か
り
つ
け
医

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

意
見
書
を
書
い
て
も
ら
う
費

用
は
市
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

申
請
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。か

か
り
つ
け
医
が
い
な
い

人
は
、
市
が
指
定
し
た
医
師

か
ら
診
て
も
ら
い
意
見
書
を

書
い
て
も
ら
い
ま
す
。
治
療

が
必
要
な
場
合
や
治
療
の
た

め
の
検
査
が
必
要
な
場
合
に

は
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
費
用
の
自
己

負
担
は
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

９
月
19
日
に
市
陸
上
競
技
場

で
「
障
害
者
大
運
動
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
睦

と
友
情
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
や
パ

ン
食
い
競
争
、
大
玉
こ
ろ
が
し

な
ど
14
種
目
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
当
日
に
送
迎
用

福
祉
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

日
時

９
月
19
日
午
前
９
時
半

〜
午
後
３
時
半

会
場

市
陸
上
競
技
場
（
雨
天

市
体
育
館
）

持
ち
物

運
動
靴
、
飲
食
物

福
祉
バ
ス

①
新
崎
│
松
浜
│

山
の
下
、
②
内
野
│
寺
尾
│
関

屋
、
③
酒
屋
│
曽
川
│
鳥
屋
野
、

④
山
二
ツ
│
石
山
団
地
│
大
形

本
町
　
※
各
コ
ー
ス
午
前
８
時

20
分
始
発

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

同
運
動
会
実
行

委
員
会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
�
２
４
３
・
４
３
６
６
）
へ

10
月
17
日
に
万
代
シ
テ
イ
パ

ー
ク
で
開
催
す
る
「
市
民
健
康

福
祉
ま
つ
り
」
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
ザ
ー
に
品
物
の
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

家
庭
で
未
使
用
の
日
用
品
や

贈
答
品
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
場
所

総
合
福
祉
会
館

（
１
階
総
合
窓
口
案
内
）、
保
健

福
祉
総
務
課
（
市
役
所
本
館
２

階
）、
地
区
事
務
所
、
連
絡
所
、

関
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

受
付
時
間

９
月
16
日
〜
10
月

７
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

15
分
　
※
総
合
福
祉
会
館
以
外

は
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
協
議
会

（
�
２
４
３
・
４
３
６
６
）
へ

野
菜
な
ど
か
み
ご
た
え
の

あ
る
食
品
は
、
軟
ら
か
い
も

の
と
違
い
、
十
分
に
か
ま
な

い
と
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
か
ん
で
い
る
間

か
っ
て
き
ま
し
た
。

虫
歯
は
、
歯
の

表
面
の
歯
垢

し

こ

う

（
細

菌
の
固
ま
り
）
が

食
品
中
の
糖
分
を

発
酵
さ
せ
乳
酸
を

つ
く
り
、
歯
の
硬

い
エ
ナ
メ
ル
質
を

溶
か
す
こ
と
で
始

ま
り
ま
す
。

か
み
ご
た
え
の
あ
る
野
菜

を
食
べ
る
子
ど
も
ほ
ど
、
虫

歯
に
な
り
に
く
い
こ
と
が
分

品
は
、
虫
歯
予
防
に
役
立
ち

ま
す
。

（
市
歯
科
医
師
会
）

口
の
中
を
き
れ
い
に

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
だ
液
の

中
に
あ
る
消
化
酵
素

の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
に
は
、

歯
の
表
面
に
歯
垢
を

付
着
し
に
く
く
す
る

作
用
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
か

み
ご
た
え
の
あ
る
食

に
食
品
中
の
繊
維
質
が
歯
の

表
面
の
歯
垢
を
落
と
し
て
き

れ
い
に
し
ま
す
。

繊
維
質
の
食
品
に
は
、
歯

磨
き
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
よ
く
か
む
こ
と
は
、

だ
液
の
分
泌
を
促
し
ま
す
。

多
量
の
だ
液
の
流
れ
に
よ
り
、

デンタルケアII

子どもの虫歯予防に

そ
の
19
�

きかせて？介護保険

訂　　　　正
本紙８月29日付けの６面「エマ・カー
クビー」の記事中、チケットの発売場所
の「りゅーとぴあおよび市内の主なプレ
イガイド」を「りゅーとぴあのみ」にお
詫びして訂正します。


